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つくば市議会議長  小久保 貴史 様

つくば市内にヽ全日制県立高校を早急に設置すること、

及び、進学環境の充実を求める意見書採択の請願書
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[請願趣 旨]

つ くば市は 1987年の合併以来、人日が増加 し、2020年末には 244,552人 と水戸市に次 ぐ市
となっています。特に、TXが 開通後、人 口急増のため、小学生の数は 2016年 に水戸市を超え、
2020年度で、中学生を含めた小 。中学生の数は県内 l位 となっています (小 。中学校 =市立

+義務教育学校 )。

児童生徒の増加に伴い、つ くば市の努力で、小・中学校の新増設やその計画が進んでいます。

また、つ くば市議会は 2019年 9月 に「つ くば市の児童生徒数急増に対する県立高校の進学先

確保を求める意見書」を採択 されてお ります。

合併当時、つ くば市内には 6つの全 日制県立高校があ り、募集定員は 41学級ありま した。
ところが、2008年 に定員 8学級あ並木高校が、全県対象の中高一貫の 4学級募集の中等教育

学校 とな り、高校入学ば廃止 されました。2009年 に上郷高校が石下高校 と統合 し、実質廃校

とな り、さらに、2012年に茎崎高校が定時制 とな りました。その結果、2012年以降、つ くば

市の全 日制県立高校の募集は、合併時の 6高校 41学級 。1,927人 (当 時 1学級 47人 )か ら、
2020年度は、 3高校 15学級・600人へ と、3分 の 1以下に激減 しています。

現在、つくば市は、その入学定員削減が維持 されたもとで、児童生徒の急増の波を受けてい

ます。そのため多 くの中学生が市外の県立高校や私学に入学 し、通学や費用、送迎などで、生

徒や保護者の重い負担 となっています。            
・

2020年度の高校入試では、中学 3年生 1,928人 の 6人 に 1人 の 338人 しか市内の県立高校
に入学できない事態 となっています。

それに対 して県も2023年度 より、つ くば工科高校 を2学級増やす計画を発表 していますが、
まだ不十分です。

その うえ、つくば市か ら2020年入試で loO人入学 した土浦一高に、2021年 に付属中が設置
され、高校募集枠が減少 しています。2024年 からは、募集が 2020年度の 8学級から 4学級に

半減 されることになっています。

この状況の中で、多 くの小 。中学生やその保護者に、市内に全 日制県立高校の設置や既存の

全 日制県立高校の定員増などの進学環境の充実を求める声が強まっています。

以上の理由か ら、以下の事項について、つ くば市議会に請願いたします。

[請願項 目]

1 つくば市内に、全 日制県立高校を早急に設置すること。
2 つくば市と周辺手 リアの既存の県立高校の定員増を行 うこと。
3 つくば市と周辺エ リアの通学の利便性を高めること。

以上の内容 の意見書をつくば市議会か ら茨城県知事 と茨城県教育委員会教育長に提出する
と。


